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います。このことに着目した朝日新聞は「休日に

出勤して働く時間が上限の範囲外とされていて、

『休日労働』の時間を合わせれば、年に９６０時

間まで働かせられる制度設計」と報道しています

（３月１８日朝刊）。報道によれば、政府の担当

者も「年７２０時間の上限に、休日労働を上乗せ

することは理論上可能」と認めたとのこと。 

ただでさえ実効性に乏しい時間規制に抜け道ま

で用意。果たして規制をする意思があるのか？強

い疑問を抱かざるを得ません。 

実効性のある上限規制を求める闘いはまだまだ

これからです。仕事のために生活や命を犠牲にす

ることのない社会へ転換していく契機となるよう

な「真の働き方改革」を実現すべく、引き続き現

場から声を上げていきましょう！ 

■共謀罪法案閣議決定。組合の危機！ 
 ３月２１日、共謀罪法案が閣議決定されまし

た。組合会議やメールの監視が日常的になされる

ようになるなど労働組合にとって極めて重大な影

響があるこの法案。目を付けられた労働組合は、

共謀の疑いで警察に強制捜査され、壊滅的打撃を

受ける危険があります。４月１２日に集会を開催

します。ふるってご参加ください！ 

 

■３・１５緊急院内集会、２００名参加 

 ３月１５日に開催された緊急院内集会「過労死

ラインの上限時間を許すな！」は、１週間程度の

告知期間にもかかわらず会場を埋める２００名の

参加で「熱気」と「怒り」に包まれました。

 
民進党からは井坂議員、長妻議員、大西議員、

柚木議員、初鹿議員、真山議員、共産党からは田

村議員、畑野議員、もとむら議員が駆け付けてく

れました。いずれの議員からも、過労死ラインの

上限規制の導入は許さないという強い決意が語ら

れました。 

過労死遺族の６名の方々の話も胸を打つもので

した。２３歳の息子を過労自死で亡くした桐木弘

子さんは「過労死ラインを合法化し、死ぬかもし

れないとわかっている労働時間を働かせたあげ

く、死なせることがあれば、まさに殺人であると

私は考えます」「どうか、労働者が人間らしく幸

せに暮らせるような労基法にして、私たち親子の

ような悲惨な目にあう家族をなくしてください」

と訴えました。遺族のみなさんの悲痛な声を無視

した「働き方改革」など、改革の名に値しませ

ん。政府・経団連は、こうした現場で苦しむ労働

者一人一人の声を聞くべきです。 

■すでに「抜け道」が指摘される欠陥規制 
 政府の規制案は、繁忙期の残業の上限規制の月
１００時間は「休日も含む」規制であるのに対

し、時間外労働の総量規制の年間７２０は「休日

を含まない」規制であることが明らかになって 
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